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私の家でも約半世紀前までは圃場の稲を全て手鎌で刈り取り、１束ごとに７～８本のわらで束ねて、８~１０
段のハサにかけ、１～２週間ほど太陽と秋風で自然乾燥してからハサから外し（稲揚げ）作業場に運んで、夜の
１０時過ぎまで脱穀機で籾にする作業を行っていましたが、３０年程前からコンバインが導入され稲刈りと脱穀
作業を同時に行い乾燥機で人工乾燥し短時間で籾に仕上げられるようになりました。
秋の収穫時期も以前は９月中旬から１１月中旬まで約２ヶ月もかかって行っていましたが、現在では１／４の

半月程で秋の収穫作業が行えるようになりました。
今年のハサかけ米生産状況 乾燥したコシヒカリの稲揚げ作業

ハサかけ作業で重労働だった手刈り作業からバインダーによる刈り取りに変更出来たことで、収穫作業が大幅
に軽減されまました。我が家でも約４０年程前からバインダーを導入しコンバインが導入されるまで、全圃場の
刈り取りを行ってきました。コンバインが導入されしばらくの間出番のない年がつづきましたが、１０年程前か
らのハサかけ米生産の見直しで再登番して、現在でも大活躍しています。
この機械の耐久性はもちろんですが、このバインダーに入っている機械で稲束を１束づつ結束することができ

ます。人が１束づつ結束すには、どんなに早く紐で結んでも数秒間かかってしまいますが、この結束機では、0.1
秒もかからない目にも見えない早技で正確に結束するこが出来ます。半世紀も前にこのような機械を開発された
のは、さすが日本人の技術が高かったのだと、バインダーを使うたびに実感しています。

倒伏した稲の手刈り作業 コンバインによる刈り取り作業

ハサかけ米の生産にあたっては、乾燥機による人工乾燥機米と違い美味しさが大きく違うことは、私だけでは
なく、米農家なら皆さんが知っているのですが、前述しましたように人手がかかり、天候にも大きく左右される
ことから、現在では当集落でも私の他２～３の農家が、自家用米として少量の生産を行っているのが現状です。
バインダー結束機部分

はさ木の構造も以前は畦道や農家の屋敷周りに、ハンノ木やドロノ木を並木状
に植え枝払いを行い通直に育てた生立木に、秋の収穫前に竹竿やロープで格子状
に数段くくりつけ、それに稲束を架けた状態は、田舎の原風景でしたが、収穫方
法がコンバインに変わった事と、圃場の基盤整備（大面積化）工事で畦道のはさ
木生立木がほとんど無くなってしまったことから、昔のような風景がなくなって
しまい淋しく思っています。当農園でも人工の鉄製支柱に４段の竹竿を使用して
のハサかけ米を生産しているのが現状です。
近 況 報 告

・ ９月に OPEN しました、東京有楽町の交通会館１階 発行者：〒 944-0023 新潟県妙高市西条７５５
の雪国商店には上越・妙高の特産品が取りそろえてあ 妙高西条農園長 池田博子
ります。弊社の目薬の木ティーパック茶等もあります 5 0255-72-3497 fax 0255-72-2908
ので是非お出かけください。 URL：http://www.kanta.jp E-mail：ikeda@kanta.jp

・ 今年のハサかけ米も好評で在庫が少なくなってきま
した、無くなり次第普通米を発送させていただきます。
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２種類のメグスリノキ キャンデーの紹介
肝太くんキャンデー ・ BMCキャンデー

肝太くんキャンデー BMCキャンデー

肝太くんキャンデー・BMCキャンデーとも、袋を新装し内容量もお求めになりやすいに量に変更しました。
この２種類の飴の製造者は、長野県上田市で永年にわたりカリン等の果汁を入れた水飴作りの経験豊富な業者
に、メグスリノキのエキスを持ち込み美味しい飴に仕上げていただいた製品です。

・ 肝太くんキャンデーには、弊社で栽培されたメグスリノキのエキスが練り込んであります。
・ BMCキャンデーには、B：ブルーベリー果汁、M：メグスリノキエキス、C：ビタミン C・クエン酸が練り込

んであり、アントシアニン等の目によいと言われているものを加えてあります。
・ 両キャンデーとも価格は￥１８０－、内容量は５０ｇ、国内は元より世界に唯一のキャンデーです。

近 況 報 告
・ 宇宙芋も収穫時期が近づいてきました。上空に実った宇宙芋もだいぶ大きくなってきました。

収穫後の料理方法が楽しみです。（美味しい料理方法があったらご提案ください。情報をお待ちしています）

我が家の黒ニンニク情報
・ 稲作にはある程度自身があるのですが、ニンニク栽培はまだまだ素人です。ましてや黒ニンニク作りはまる
で素人です。しかし道の駅等では、生産者の顔が見え、安心していただける等の理由からでこれまでよく売れ
たため、小型ですが２台の製造機を用意して黒ニンニク作りを行っています。

・ 我が家のニンニク栽培では肥料は有機肥料を基本とし、消毒、除草等の農薬は一切使用せず無農薬で栽培し
ています。生ニンニクと違い臭いも少ないことから健康増進、疲れの解消、体力維持等に役立ててください。

・ ここにきて、生産にも余裕が出来ましたので、かたちは少し小さめですが美味しく出来上がっていますので
是非お試しください。￥５００－ 黒ニンニクの製造機 出来上がった黒ニンニク

ご注文・問合せ先： 有限会社 肝太 ℡ 0255-72-3497 fax0255-72-2908 Eメール ikeda@kanta.jp


